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国土交通省近畿地方整備局   配 布 平成26年10月16日（木）  

資  料  配  布  日 時 １５時００分 

 

件  名 「大阪湾港湾の基本構想」第１回懇談会の議事概要 

 

概  要 

 

平成26年10月14日に開催した「大阪湾港湾の基本構想」第１回

懇談会の議事概要を配布いたします。 

 

・「大阪湾港湾の基本構想」第１回懇談会 

・平成26年10月14日（火） 15:00～17:00 

・神戸地方合同庁舎１階第４会議室 

・出席者及び主な意見は、別紙のとおりです。 

 

取り扱い  

 

配付場

所 

近畿建設記者クラブ 神戸海運記者クラブ 大手前記者クラブ

神戸民放記者クラブ みなと記者クラブ 

 

問合せ先 

 国土交通省 近畿地方整備局 港湾空港部 

港湾計画課 課長    島村 博  

課長補佐 石田 博 

             TEL (078)391-8361 
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（別紙） 

 

「大阪湾港湾の基本構想」第１回懇談会の開催について 

 

【日時・場所】 

 

平成26年10月14日（火） 15:00～17:00 

神戸地方合同庁舎 １階 第４会議室 

 

【委員及び出席者名簿】 

 所 属 委 員 出席者 

学

識

経

験

者 

大阪大学大学院教授 赤井 伸郎  出席  

流通科学大学教授 今西 珠美  出席  

一般社団法人京都経済同友会理事 上村 多恵子 出席  

京都大学防災研究所教授 小野 憲司  欠席  

神戸大学名誉教授  ◎黒田 勝彦  出席  

神戸大学大学院教授 ○竹林 幹雄  出席  

大阪大学大学院教授 西田 修三  出席  

京都大学経営管理大学院経営研究センター 特命教授 

株式会社社会システム総合研究所 代表取締役 
西田 純二  出席  

京都大学大学院准教授 松島 格也  出席  

流通科学大学教授 森 隆行  欠席  

民

間

・

団

体 

公益社団法人関西経済連合会  理事  阿部 孝次  代理 地域連携部長 神田 彰 

阪神国際港湾株式会社  専務執行役員  豊田 巖  出席  

大阪湾広域臨海環境整備 

センター  
常務理事  池田 秀文  出席  

港

湾

管

理

者 

大阪府  港湾局長  井上 博睦  代理 計画整備課長 戸田 功 

兵庫県  県土整備部長   田中 稔  代理 港湾課主幹 菅野 長久 

大阪市  港湾局長   徳平 隆之  出席  

神戸市    みなと総局長  吉井 真  代理 技術担当部長 田中 誠夫

国

土

交

通

省 

近畿運輸局  海事振興部長  前川 一郎  出席  

神戸運輸監理部 海事振興部長  村松 智司  出席  

近畿地方整備局 

副局長  池田 薫  出席  

港湾空港部長  成瀬 英治  出席  

神戸港湾事務所長  佐藤 敬  出席  

大阪港湾・空港整備事務所長 中本 隆  出席  

 （敬称略） ◎座長、 ○座長代理 
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【議事次第】 

 

（１）「大阪湾港湾の基本構想」策定について 

（２） 大阪湾港湾に求められる役割と方向性について 

 

【今後のスケジュール】 

 平成２６年から２７年にかけて、5 回の懇談会とパブリックコメントを実

施し「大阪湾港湾の基本構想」を策定する予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【主な発言】  

○ＴＰＰの進展により貿易構造が変わることをふまえ、施設の在り方も考え

て行くのが良い。 

○新しい構想は、近畿の内陸や他地域との連携を踏まえた議論が重要。内陸

を巻き込みつつ、若い力のあるアジアとどう取り組んでいくかがポイント

と考える。 

○道路、港湾・空港が結びついて初めて活きる。この構想を通じて道路のミ

ッシングリンク解消の重要性を関係者に広めて頂きたい。 

○少子化・高齢化とともに財政が厳しくなる中、港湾機能を高める方向とし

ては、リスクは高いが得られる価値が高いものを選択するという「攻めの投

資」、世の中の確実な動きを「サポートする投資」の二つの方向性があるの

ではないか。 

○港湾の役割としては、産業と物流への対応が重要である。また、みなとに

おける文化や、みなとと世界の結びつきに着目した教育への視点や発信も必

要。 

○コンテナ船の大型化が著しく、その対応が求められる中、貨物量とは別の

視点から、計画への位置づけが必要ではないか。 

○新しい構想では、何を継続して何を変えていくのか。新しい役割、新しい

見方があるのではないか。 

○防災機能、環境機能等、量的ではなく質的なものが求められていると思う。

新たな港湾の役割を思い描いて欲しい。 

○港湾サイドと港湾以外で対応することの整理が必要ではないか。 

○少子化・高齢化による労働力不足やコスト低減への対応として、ICT 技術を
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活用したコンテナターミナルの自動化や、高度化も視野に入れては良いので

ないか。 

 

【次回開催予定】 

平成26年12月9日（火） 15:00～17:00 

神戸地方合同庁舎 １階 第４会議室 


